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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から導入された外部流体を、熱交換用のパイプが収容された収容空間に通してから
排出させることにより、前記外部流体と前記パイプ内を流通する内部流体との熱交換を行
う熱交換器であって、
　前記収容空間には、外部流体の流通方向と交差する方向に配設された交差方向パイプを
、該交差方向パイプの延伸方向および前記流通方向で規定される面と直交する方向に向け
て積層したパイプ群が形成されており、
　前記パイプ群において積層方向に隣接するパイプ同士の間に形成された隙間には、ガイ
ド部材が配設され、該ガイド部材は、前記パイプ同士の間に介在する板状部と、該板状部
を挟んで上または下に位置するパイプおよび前記流通経路の下流に向けて斜め方向に突出
している突出部と、を有しており、
　さらに、
　螺旋状のパイプにより前記パイプ群が形成されており、
　前記螺旋状のパイプは、その一部分が、前記外部流体の流通方向と交差する方向に配設
された部分である交差方向パイプと、前記流通方向の上流側に位置する前記交差方向パイ
プおよび下流側に位置する交差方向パイプを連結する部分である連結パイプと、なってお
り、前記交差方向パイプの延伸方向および前記流通方向で規定される面と交差する方向に
積層される位置関係で螺旋状に巻かれて収容空間に収められており、
　前記ガイド部材は、隣接する前記連結パイプ同士の間に形成された隙間に配設されてい
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る
　ことを特徴とする熱交換器。
【請求項２】
　前記螺旋状のパイプにおける前記交差方向パイプは、それぞれが前記積層方向に一定間
隔離れて位置し、
　前記ガイド部材は、前記交差方向パイプの一端側に位置する前記連結パイプ同士それぞ
れの間、および、前記交差方向パイプの他端側に位置する前記連結パイプ同士それぞれの
間、のいずれか一方または両方に配設されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の熱交換器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部から導入された外部流体を、熱交換用のパイプが収容された収容空間に
通してから排出させることで、外部流体とパイプ内を流通する内部流体との熱交換を行う
熱交換器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の熱交換器において、収容空間には、それぞれ外部流体の流通方向と交差する方
向に配設された交差方向パイプを含むパイプが、該交差方向パイプの延伸方向および前記
流通方向で規定される面と交差する方向に積層することで、パイプ群が形成されている（
特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－０２５９７６号公報
【特許文献２】特開２００８－０３２２５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、熱交換器では、パイプ同士が接触しないように積層されるため、積層方向にお
いて隣接するパイプ同士の間を流通する外部流体が、内部流体との間で充分に熱交換され
ずに流通してしまいやすく熱交換の効率が上がりにくい。
【０００５】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたものであり、その目的は、熱交換
の効率を高められるようにするための技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために第１の構成は、外部から導入された外部流体を、熱交換用の
パイプが収容された収容空間に通してから排出させることにより、前記外部流体と前記パ
イプ内を流通する内部流体との熱交換を行う熱交換器である。
【０００７】
　そして、前記収容空間には、外部流体の流通方向と交差する方向に配設された交差方向
パイプを含むパイプが、該交差方向パイプの延伸方向および前記流通方向で規定される面
と交差する方向に積層したパイプ群が形成されており、前記パイプ群を構成する前記パイ
プ同士の積層方向の間には、前記交差方向パイプの延伸方向に延びる隙間が形成されてお
り、該隙間にガイド部材が配設され、前記ガイド部材は、該ガイド部材の配置された隙間
を流通する外部流体の流通方向を変えるように構成されている。
【０００８】
　このように構成された熱交換器であれば、ガイド部材によって、前記隙間を通過する外
部流体の流通方向を変えることにより、外部流体がパイプ間を素通りしにくくなってパイ
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プに接触しやすくなるため、熱交換の効率を高めることができる。
【０００９】
　この構成におけるガイド部材は、パイプ群を形成するパイプの間に形成された隙間の少
なくとも一部領域に配設すればよい。
　また、上記構成におけるパイプ群は、それぞれ別のパイプを積層して形成してもよいし
、１または２以上のパイプそれぞれを収容空間に往復させて形成してもよい。この後者の
ためには、例えば、以下に示す第２の構成のようにすることが考えられる。
【００１０】
　第２の構成においては、螺旋状のパイプにより前記パイプ群が形成されており、前記螺
旋状のパイプは、その一部分が、流通方向と交差する方向に配設された部分である交差方
向パイプと、前記流通方向の上流側に位置する前記交差方向パイプおよび下流側に位置す
る交差方向パイプを連結する部分である連結パイプと、なっており、前記交差方向パイプ
の延伸方向および流通方向で規定される面と交差する方向に積層される位置関係で螺旋状
に巻かれて収容空間に収められている。
【００１１】
　この構成であれば、螺旋状のパイプによって、上記構成と同様の熱交換器を実現するこ
とができる。
　また、前記螺旋状のパイプにおける前記交差方向パイプおよび連結パイプが、それぞれ
前記積層方向に一定間隔離れて位置している場合には、パイプ同士の間に形成された隙間
の少なくとも一部領域にガイド部材を配設するための構成として、以下に示す第３の構成
のようにするとよい。
【００１２】
　第３の構成において、前記ガイド部材は、前記交差方向パイプの一端側に位置する前記
連結パイプ同士それぞれの間、および、前記交差方向パイプの他端側に位置する前記連結
パイプ同士それぞれの間、のいずれか一方または両方に配設されている。
【００１３】
　この構成であれば、積層された連結パイプ間を通過する外部流体の流通方向を変えるこ
とができる。
　交差方向パイプを連結している連結パイプそれぞれは、この連結パイプ同士の隙間を流
通する外部流体と接触するものの、その接触角度が浅く該連結パイプに生ずる温度境界層
が剥離されにくいため、熱交換が効率よく行われない。
【００１４】
　しかしながら、上記構成のように、前記連結パイプ同士の隙間にガイド部材が配設され
ていれば、前記隙間を流通する外部流体の流通方向を変えることができ、連結パイプに生
ずる温度境界層の剥離を促すことができ、こうして、連結パイプと外部流体との接触での
熱交換を高めることができるようになる。
【００１５】
　また、このような外部流体の流通方向の変化は、交差方向パイプの端部領域における温
度境界層の剥離を促すことができるため、熱交換器全体における熱交換の効率を高めるこ
とにも寄与する。
【００１６】
　また、上記各構成におけるガイド部材は、外部流体がガイド部材に到達した後、外部流
体の流通方向を変えることができれば、その具体的な構成については特に限定されないが
、例えば、第４の構成のようにすることが考えられる。
【００１７】
　第４の構成において、前記ガイド部材は、前記パイプ同士の間に介在する板状部と、該
板状部の面と交差する方向に突出する突出部と、を有している。
　この構成では、ガイド部材における板状部の面と交差する方向に突出部が突出している
ため、この突出部に当たった外部流体を、板状部を挟んで上または下に位置するパイプに
向けて流通させることができる。
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【００１８】
　この構成において、ガイド部材における突出部は、板状部から突出していればよい。た
だ、一定範囲にわたって板状部から突出させた方が、広い範囲にわたって外部流体をパイ
プに向けてガイドできるようになるために好適である。
【００１９】
　具体的な例として、例えば、ガイド部材の突出部は、流通方向と交差する方向に向けて
延びる一定範囲にわたり、板状部の面と交差する方向に突出している、といった構成が考
えられる。
【００２０】
　この構成では、外部流体の流通方向と交差する方向に向けて延びるガイド部材の突出部
により、前記パイプ同士の隙間領域において流通する外部流体は、該突出部に衝突して前
記板状部を挟んで上または下に位置するパイプに向けてガイドされる。
【００２１】
　他の構成として以下に示す第５の構成のようにすることが考えられる。
　第５の構成において、前記ガイド部材の突出部は、前記板状部を挟んで上または下に位
置するパイプに向けて斜め方向に突出している。
【００２２】
　この構成では、前記パイプ同士の隙間領域において流通する前記外部流体を、板状部を
挟んで上または下に位置するパイプに向けて斜め方向にガイドすることができる。
　このとき、突出部は、外部流体が突出部に当たる角度が直角よりも小さくなるため、外
部流体の下流への流通を大きく妨げることはない。これにより、外部流体の流通を大きく
妨げることなく、外部流体を上または下に位置するパイプに向けてガイドすることができ
る。これにより、熱交換の効率を高めることができる。
【００２３】
　また、上記各構成におけるガイド部材の突出部は、板状部の面から突出するものであれ
ばよく、例えば、板状部に取り付けた部材や、板状部を切り起した部材、または板状部と
一体の部材としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】熱交換器の外観を示す斜視図
【図２】パイプ群を流通方向にみた模式図
【図３】ガイド部材の構成を示す状面図および側面図
【図４】熱交換器の組み立て状態を示す斜視図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下に本発明の実施形態を図面と共に説明する。
（１）全体構成
　熱交換器１は、図１に示すように、外部から導入された外部流体を、複数の伝熱パイプ
（以降、単に「パイプ」という）２それぞれが収容される収容空間に通してから排出させ
ることにより、外部流体とパイプ２内を流通する内部流体との熱交換を行う。
【００２６】
　この収容空間では、複数の螺旋状のパイプ２それぞれが多重螺旋状となるように四角形
の領域を取り囲んでおり、この領域において、それぞれ平面に沿って配列された１以上の
パイプ２からなるパイプ列を、その平面と交差する方向（本実施形態では平面と直交する
方向；以降、「積層方向」という）に積層することでパイプ群が形成されている。
【００２７】
　このパイプ群を形成する螺旋状パイプ２それぞれは、外部流体の流通方向の上流側およ
び下流側で交差する方向に配設された部分である交差方向パイプ２６と、上流側に位置す
る交差方向パイプ２６と下流側に位置する交差方向パイプ２６とを連結する部分である連
結パイプ２８と、を有しており、交差方向パイプ２６の延伸方向および流通方向で規定さ
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れる面と交差する方向に積層される位置関係で螺旋状に巻かれて収容空間に収められてい
る。
【００２８】
　また、螺旋状のパイプ２における交差方向パイプ２６は、図２に示すように、それぞれ
が積層方向に一定間隔離れて位置していると共に、それぞれが一端部から他端部へ向けて
傾斜している。
【００２９】
　また、パイプ群を構成するパイプ列同士の間には、該パイプの延伸方向に沿って延びる
隙間が形成されており、該隙間における領域に、外部流体の流通方向を変えるためのガイ
ド部材３が配設されている。本実施形態では、パイプ列同士の間に延びる隙間のうち、交
差方向パイプ２６の一端側に位置する連結パイプ２８同士それぞれの隙間、および、交差
方向パイプ２６の他端側に位置する連結パイプ２８同士それぞれの隙間、の両方にガイド
部材３が配設されている。
【００３０】
　このガイド部材３は、図３に示すように、三角形に拡がる板状部３３と、三角形の底辺
以外の辺全域に沿って形成された突出部３７と、を有している。この突出部３７は、三角
形の底辺以外の縁辺を、ガイド部材３をパイプ列の間に介在させた状態で上方を向く面（
以降「上面」という）側へと凸状に曲げて形成されている。こうして凸状にすることで、
突出部３７は、板状部３３を挟んで上方に位置するパイプ２に向けて斜め方向に突出した
状態となっている。
【００３１】
　また、ガイド部材３は、突出部３７が交差方向パイプ２６と連結パイプ２８との接続箇
所付近に当接するように連結パイプ２８同士の間に介在した状態となっている。
　また、このガイド部材３における板状部３３には、それぞれ板状部３３の厚さ方向に貫
通する複数の貫通孔３９が形成されている。
【００３２】
　そして、このガイド部材３は、図４に示すように、パイプ群をパイプ列の積層方向に挟
み込む一対の挟み込み部材４、５と、これら挟み込み部材４、５を連結する棒状の連結部
材６と、によりパイプ群に固定される。
（２）作用、効果
　このように構成された熱交換器１であれば、ガイド部材３の突出部３７によって、積層
されたパイプ２の間を通過する外部流体の流通方向を変えることにより、外部流体がパイ
プ２間を素通りしにくくなり、該ガイド部材３の上方または下方に位置するパイプ２に角
度をつけて接触しやすくなるため、熱交換の効率を高めることができる。
【００３３】
　また、上記実施形態では、ガイド部材３が、パイプ２同士の間に該パイプの延伸方向に
延びる隙間のうち、連結パイプ２８それぞれに対応する領域に配設されている。そのため
、積層された連結パイプ２８間を通過する外部流体の流通方向を変えることができる。
【００３４】
　また、このように、連結パイプ２８同士の隙間にガイド部材３が配設されていれば、前
記隙間を流通する外部流体の流通方向を変えることができ、連結パイプ２８に生ずる温度
境界層の剥離を促すことができる。そのため、連結パイプ２８と外部流体との接触での熱
交換を高めることができるようになる。
【００３５】
　また、このような外部流体の流通方向の変化は、交差方向パイプ２６の端部領域におけ
る温度境界層の剥離を促すことができるため、熱交換器１全体における熱交換の効率を高
めることにも寄与する。
【００３６】
　また、上記実施形態では、ガイド部材３における板状部３３の面と交差する方向に突出
部３７が突出しているため、この突出部３７に当たった外部流体を、板状部３３を挟んで
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上または下に位置するパイプ２に向けて流すことができる。
【００３７】
　また、上記実施形態は、突出部３７が、パイプ同士の隙間を流通する流通経路の下流へ
向けて斜め方向に突出しているため、下流側に位置するパイプ２へも外部流体の流通を大
きく妨げることなくガイドでき、板状部３３を挟んで上または下に位置するパイプに角度
をつけて外部流体をガイドすることができる。
【００３８】
　このとき、突出部３７は、外部流体が突出部３７に当たる角度が直角よりも小さくなる
ため、外部流体の下流への流通を大きく妨げることはない。これにより、突出部３７を前
記パイプ同士の隙間に流通する流通経路と交差する方向へ長くしたとしても、外部流体の
流通を大きく妨げることなく、広い範囲にわたって外部流体をパイプ２に角度をつけてガ
イドすることができる。これにより、熱交換の効率を高めることができる。
【００３９】
　また、上記実施形態においては、板状部３３における縁辺を曲げるという簡単な加工で
突出部３７を構成することができるため、単なる板状の部材から容易にガイド部材を形成
することができる。さらに、板状部３３における縁辺を曲げることにより、ガイド部材３
における曲げ強度を向上させることもできる。
【００４０】
　また、ガイド部材３を連結パイプ２８同士の間に配設した際に、突出部３７が交差方向
パイプ２６と連結パイプ２８との接続箇所付近に当接するようにしたため、積層方向にお
けるパイプのがたつきを抑えることもできる。
【００４１】
　また、上記実施形態においては、ガイド部材３の板状部３３に貫通孔３９が形成されて
いるため、この貫通孔３９を介して周辺空気や水分などの流動体が流通するようになる結
果、ガイド部材３周辺に流動体が滞留してしまうことを防止するのに適している。
（３）変形例
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は、上記実施形態に何ら限定さ
れることはなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の形態をとり得ることはいうまで
もない。
【００４２】
　例えば、上記実施形態においては、螺旋状のパイプ２を収容空間に往復させてパイプ群
を形成するように構成されている。しかし、パイプ群は、外部流体の流通方向の上流側お
よび下流側で交差する方向に配設される部分を有していればよく、この部分それぞれが別
のパイプにより形成されるように構成してもよい。
【００４３】
　また、上記実施形態におけるガイド部材３は、外部流体が到達した後、外部流体の流れ
方向を変えることができれば、その具体的な構成については上記実施形態の構成に限定さ
れない。
【００４４】
　また、上記実施形態において、ガイド部材３における突出部３７は、流通経路の下流へ
向けて斜めに延びる範囲にわたって突出するように構成されている。しかし、この突出部
３７は、板状部３３の一部から突出するだけのものとしてもよい。
【００４５】
　また、上記実施形態において、ガイド部材３の突出部３７は、板状部３３の面から突出
するものであればよく、例えば、板状部３３に取り付けた部材や、板状部３３を切り起し
た部材、または板状部３３と一体の部材としてもよい。
【００４６】
　また、上記実施形態においては、ガイド部材３における突出部３７が、上面側に突出す
るように構成されている。しかし、この突出部３７は、ガイド部材３をパイプ列の間に介
在させた状態で下方を向く面（以降「下面」という）に突出するように構成してもよいし
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、上面側および下面側の両方に突出するように構成してもよい。
【００４７】
　また、上記実施形態においては、ガイド部材３が、交差方向パイプ２６の一端側に位置
する連結パイプ２８同士それぞれの隙間、および、交差方向パイプ２６の他端側に位置す
る連結パイプ２８同士それぞれの隙間、の両方に配設されている構成を例示した。しかし
、このガイド部材３は、一方の隙間にのみ配設してもよいし、交差方向パイプ２６に対応
する領域に１以上を配設してもよい。
【符号の説明】
【００４８】
　１…熱交換器、２…パイプ、２６…交差方向パイプ、２８…連結パイプ、３…ガイド部
材、３３…板状部、３７…突出部、３９…貫通孔、４…挟み込み部材、６…連結部材。

【図１】 【図２】
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